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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本政府による東アジアの食料安全保障をめざす地域協力

のプロセスとして、東南アジア諸国連合・ASEAN＋３緊急米備蓄（APTERR）と食料安全保

障情報システム（AFSIS）の現状と展望を解明する。APTERR は 13 ヶ国間の共同米備蓄と米

放出機構（Tier1,2,3,PAME）を構築した。AFSIS は食料情報ネットワーク（EWI,ACO）と人

材開発のための相互技術協力（MTC）を構築した。食料安全保障をめぐる東アジア地域協力の

地道な努力は、貿易自由化と農業協力とをバランスさせる農業経済連携協定（EPA）戦略と合

致する。我々は「食の安全性」を含む東アジア共通食料安全保障政策(EACFSP)を提言する。 

 
研究成果の概要（英文）：This research analyses the current state and prospect for the 

ASEAN Plus Three Emergency Rice Reserve(APTERR) and ASEAN Food Security 

Information System(AFSIS) launched by the Japanese government as part of regional 

cooperative efforts for food security. APTERR constructed common rice reserve and rice 

release mechanisms (Tier1,2,3 PAME) among 13 countries. AFSIS established food 

information network (EWI.ACO) and mutual technical cooperation (MTC) for human 

resource development.    Ongoing efforts to strengthen regional cooperation on food 

security issues are in line with agricultural EPA strategies focusing on a balanced 

combination of trade liberalization and agricultural cooperation. We should advance East 

Asian Common Food Security Policy (EACFSP) including food safety.  
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１．研究開始当初の背景 

（１）２００８年以降の世界食料同時危機は、
地球温暖化、新興国の穀物需要、バイオ燃料
の転換により在庫率が低下し、投機ファンド
参入と輸出国の輸出規制により価格が高騰
し、後発途上国・脆弱地域の食料不安が生じ
た。ＦＡＯ等の国際機関は食料安全保障の確
立を緊急課題とした。 

（２）食料安全保障の国際協力の緊急性の中
で、東アジアのフードセキュリティー協力に
関する研究は立ち遅れていた（今村・大庭・
八木等の国際備蓄・地域協調論等）。 

（３）そこで研究代表者は、アグリビジネス
の国際化、世界のフードシステム、国際農業
政策研究を踏まえ、国際アジア共同体学会と
連携して「東アジア・フード・セキュリティ
ー研究会」を組織し地域協力研究に着手した。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では次のテーマを主要目的とした。 

（１）東アジアのフードセキュリティーを地
域協力によって確立するために ASEAN+３
（日中韓）の農林大臣会合（AMAF+３）
で合意された、災害・飢餓対応の食料備蓄
を目的とした EAERR（東アジア緊急米備
蓄機構：04 年～）のパイロット・プロジェ
クトの機能と備蓄・放出の実態、及びその
展望を解明する。EAERR は、研究期間中
に、ASEAN＋３緊急米備蓄（APTERR）へ
と改称され、国際法に基づく条約の機構へと
再編された。 
（２）東アジアにおけるフードセキュリティ
ーの地域協力の第二の柱であり、ASEAN+
３（日中韓）で情報を共有し、食料危機へ機
敏に対処するための、食料安全情報保障を
整備する AFSIS（ASEAN 食料安全保障情
報システム：Ⅰ期03～07年、Ⅱ期08年～）
に注目し、その展開実績と将来展望を解明
する。主要穀物に関する情報ネットワーク
の開発状況と後発途上国における情報処理
人材の育成協力の到達点を解明する。 
（３）日本政府は、EAERR・AFSIS に対
し、財政・農水省と技術協力・JICA の支
援を継続的に実施し、二国間協力を超えて、
東アジアにおける食料安全保障の多国間
の相互協力・「地域協力」の貴重な経験で
ある。その拡充方向を究明し、ASEAN が
構想する AIFS（ASEAN 統合的食料安全
保障）と調和する、東アジアの共通食料安
全保障政策(EACFSP)を提言することを目
的とした。 

 

３．研究の方法 

 （１）国際関係論のシーチェンジ・情報革
命・地域安保理論、及び国際機関ＦＡＯ・Ｗ
ＦＰと援助機関ＪＩＣＡの理論仮説、食料の

入手可能性、食料配分、食料摂取、食料統治
権の概念、食料・農村支援戦略を踏まえ、食
料安保の地域協力視点を構築した。 

（２）東アジア・フード・セキュリティー研
究会を主催し,国内外から専門家や研究者を
招聘し,地域協力の論点を明確化した。 

（３）日本政府・各国政府や国際機関の担当
者へインタビューを実施し,先進国から拠点
途上国,後発途上国の備蓄協調政策、情報・知
識を移転する地域協力プロセスを解明した。
（４）EAERR・AFSIS 参加国を対象に, 拠
点国タイ事務局,食料不安地域・島嶼部を抱え
るフィリピン担当部局,ラオス山岳地域ビエ
ンチャン県バンキ村,カンボジア僻地地域タ
ケオ県ポンチャンテム村の現地調査を行っ
た。地域協力の展開が,現地の行政機構と受益
農民へ受容されているのかを検証した。 

 

 
４．研究成果 
（１）東アジア緊急米備蓄（EAERR）の備
蓄と放出の基本構造を解明した.①申告米備
蓄は加盟 13 カ国のすべてが申告し,78.7 万
MT を構築した.申告備蓄約 80 万 MT の構築
は,当初に計画した参照基準量を達成してお
り, 一応パイロット事業の使命を終えたと評
価しうる. ②日本政府寄贈等による現物備
蓄米の多様な放出機構が創出されたと評価
できる.日本の現物緊急米備蓄の放出の合計
量は,1,512MT に達し,加盟各国へ配分された.

③米放出の実態を,フィリピンにおけるティ
ア 1・ティア 3,及びラオスにおける貧困削
減・飢餓克服 PAME プログラムを中心に,現
地フィールド・サイト調査に基づいて究明し
た。その意義と限界を明確にした。④EAERR

は 新 し い 「 ASEAN ＋ 3 緊 急 米 備 蓄
（APTERR）」へ移行した。その歴史的地平
を AERR から EAERR へ,さらに APTERR

へという流れの中で把握した。限界面を踏ま
え,制度的・技術的・財政的な観点から,現段
階の転換方向を考察した.  
（２）AFSIS の到達点を解明した。①人
的資源開発を行い,拠点国タイへの二国
間協力と AFSIS 広域協力により情報処
理人材を育成した。後発国とのペア化に
よる「南・南協力」により技術移転の伝
播力を高度化した。②農産物情報ネット
ワークを構築,後発途上国の「右肩上がり」
統計を是正し,統計精度を向上した。③食
料安全保障の分析ツールである早期警
戒・自給率・安保率を創造し,地域の安全
保障情報を創出した。④今後の情報集
積・公表の強化と東アジア共通農業政策
を共同設計する企画調整組織とし
て,AMAF+３の恒常的事務局の設置を提
案した。 
 



（３）東アジア共通食料安全保障政策
(EACFSP)の提言として、①食料安全保障と
バイオエネルギー政策の均衡ある発展のた
めの平衡２原則を示した。②食料・環境・エ
ネルギーを統合する政策を提案した。③共通
食料安全保障政策の共通基盤である零細農
業と米の重要性、共同体基盤組織の意義を確
認した。④農産物貿易政策の鍵となる「アジ
ア共通重要品目」と各国農業の共存、アジア
共通市場の創出を構想した。⑤農業の担い手
を育成する構造調整の多様な手法を検討し
た。⑥貿易自由化から受ける利益を原資とし
た東アジア共通農業政策のため、アジア諸国
の拠出による共通基金・共通通貨の構築に注
目した。⑦食料輸出国の食料輸出規制と食料
市場の投機資金参入制限のルール化を提言
した。⑧食品安全性の地域協力は、Ｃｏｄｅ
ｘ委員会の地域部会の拡充、及びアジア生産
性機構（APO）の食品認証の技術協力が注目
される。 
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